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国
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会
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会
の
行
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諸
，提
案
の
蕋
礎
と
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る
，会

議

資

料

で

，あ 

る
国
連
^

務
局
の
世
界
経
済
報
告
が
広
く
一.

般
，に
も
関
心
を
.も
た
れ
る
様
に
な 

っ
た
の
は
、.

.-.

つ
に
は
白
書
が
最
も
総
括
的
な
最
近
：に
お
け
る
世
界
経
済
状
態 

の
解
説
書.

で
あ
る
た
め
と
、

.

白
書
が
毎
年
世
界
経
済
に
お
け
る
諸
問
題
中
異
？ 

た
'
テ

I

マ
を
と
ら
え
，'

か
な
り.
詳
細
な
長
%

的

分

析

を

行

、
っ

て

ぃ
る
事
が
、
,

:

ぞ 

れ
ぞ
れ
の
^

丨
：マ
：に
つ
い
：て
興
味
を
も
つ
：専
門
研
究
者
の
関
心
を
び
：ぐ
^
め
.で 

あ
？
。
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■

'

ヤ
九
六
■-
—«:申
^

の
国
速
ぽ
胄
自
#

は
笫
ー
部
の
長
期
分
.折
で
は
各
国
が
エ
業 

化(

1
^
1
1
3
1
^
:
^

邕
0
1
1

)

の
間
題
を
と
り
：あ

.^

.

.第
1
4部
で
は
：一
九
六
：

4 

.年
の
世
. 

界
経
済
の
動
向
'に
つ
い
：で
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。，；今
年
の
白
書
の
特
徴w

し
：
 

て
？
#
章
の
分
け
方
は
例
年
の
様
に
先
進
諸
国"(Developed:

へ

c
o
g
t
r
i
^
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p
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a
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一
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国
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l
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n
n
e
d

 

countri

s')

'と
な
？
.て
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る
が
、
：内
容
ど
1>
て
従
来
太
一

書
'

評
' 

:

-

.

-

.

.ウ
ス
'

つ
の
問
®

(

例
，え
ば
投
資
、
，消
費
と
；い
：っ
た
亊
柄
に
対
す
.る
地
域
別
に
み
ら
れ 

る
特
徴
と
い
っ
た
も
：の)

が
と
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
の
に
対
し
、
.今

回

は(

テ 

I:

マ
そ
の
も
の
も
第
一
一
次
商
品
輸
出
国
、
：即
ち
多
X

の
後
進
諸
国
に
も
っ
と
も 

重
要
な
課
題
で
あ
る
土
業
化
を
と
り
を
げ
た
こ
と
も
ー
因
と
な
り
、)

後
進
国 

の
.
.：問
題
が
-自書の中心となっている。
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章
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第
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ロ
#

出
国
の
エ
_

^
に
就
い
て
は
、
三
つ
の
ゑ 

に
分
け
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
へ
即
ち
、
/.
第

--
*
に
は
経
済
成
長
；に
お
け
るH

 

業
化
の
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要

性
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つ
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て
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あ

；
り

、
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一m
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経
済
成
長
過
程
に
お
け
る
工
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:

化
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.の
。

c

タ〕

丨
.ン
：
に

つ

い

：
：
て
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あ

ゥ

、
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第
ー
ー
；
ー
：
疫

は

エ

業

化
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際
し
て
の
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業
の
選
' 

，
択

に

；
つ
'い
で
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.で
&.
る
。：
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^

^

.

'

:

:

'
:こ
れ
ら
.の
.国

々
.の
エ
業
化
の
，必
要
性
は
，
±

業
セ
ク
タ
ー
が
罾
ほ
発
展
に
お 

い

て

最■%
ダ
ィ

ナ

；V、
、ッ
ク
な
セ
.グ
タ
ー
で
あ
り
、:
又
第
一
次
商
品
市
場
の
趨
勢 

的

不

振

：
上

：
ゥ

し

て

急

速

に

行

お

.れ
な
£
:れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
.
.ろ
に
あ
る
。
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.

第
>—*
0

1
業
生
産
.増
大
©
経
済
成
長
に
は
た
：す
役
割
と
は
、
ま
ず
現
在
経
済 

成
長
の
^-
つ
の
大
き
な
障
害
と
と
な
っ
て
い
る
資
本
財
の
狀
給
を
’
増
加
さ
せ
る 

こ
；と
で
あ
：る
。
間
接
に
：ば
従
来
輸
入
さ
れ
て
い
た
消
費
財
を
国
内
生
産
で
ま
か 

な
う
こ「

と
：に
_ょ
っ
：そ
：外
貨
を
出
来
る
ネ
.ぎ
り
資
本
財
輸
入
に
ま
.わ
す
事
で
あ 

.り
、
直
接
に
は
、
国
内
資
本
財
生
摩
を
行
うv

j

と
で
あ
る
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経
済
成
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工
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化
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タ
I
"ン

(Industrial 

p
a
t
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r
n
)

に
つ
い
て
.は
、製
造
工
業
を
消
費
財
生 

產
と
生
廣
財
生
產
に
分
け
た
場
合
く
叽
ら
か
^

エ
業
化
の
進
ん
だ
国
ほ
ど
後
者
. 

の
；総
生
產
の
中
.で
占
め
：る
割
合
は
：太
き
い
V：
°
し
か
し
製
造
工
業
を
.更
に
細
分
し 

.た
場
合
^
は
、ぺ，第

1

次
商
品
輸
出
国
'の
.卫

業

化

が

ま

だ

国

内

原

料

加

エ

'
の

域

を
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ず
フ
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し
こ
れ
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工
し
て
輸
出
す
る
パ
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た
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を
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っ
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て
い
な
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た
め
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製
造
工
業
は
そ
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ぞ

れ

の

国

の
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一

次

商

品

生

^'
.
に

左

右
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れ
矿
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一'
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2
;
.

に

経
^.
^
長

と
2*
業

化

の

.
パ

 

'タ
I

.

ン
，..に：
..
つ
.
い

て

結

論

す

る
，
こ：.
と
..

は
■:
 

出
来
な
い
と
し
て
い
る
。
.第
三
の
点
•に
つ
い
て
は
X -
業
化
の
パ
タ
'

Iン
即
ち
産

へ
、
業

構

造

：
の
：
鬚

は

，

.

.：

着
：：

の
_

の
；
経

寐

诚

策
0

\

然
的
条
件(Natural 

E
n
d
o
w
m
e
n
t
)

ば
か
り
で
な
く
、
国
内
及
び
国
際
市
場
の

. 

条
件
、
他
の
セ
ク
タ
ー
と
の
■関
連
を
も
考
慮
し
て
行
わ
.れ
な
け
れ
ば
：な
ら
な
い 

と
指
摘
し
て
い
る
。
.
更
に
白
書
は
、

一
九
五
〇
年
代
の
こ

れ

ら
第
一
次
商
品
輸 

出
国
の
±
業
化
が
資
易
面
に
つ
い

て

は

か
な
ら
ず
し
.も

第
一
次
商
品
輸
出
の
総 

輸
出
の
中
で
占
め
る
割
合
の
低
下
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
は

い

ず

、

一
九
五
〇 

年
、

)
.
1
、

九

五
--
*
年
と
：1
九
3:
八
、年
> :
一
九
式
得
年
と
く
^:
べ
：た
場
.合
の
変
化
は
:-
.

:

わ
ず
か
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
い
か
に
こ
れ
等
の
国
々
の
工
業
化
の
プ
ロ
セ 

'ス
が
遅
々
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
様
な
経
済
成
長
七
工
業
化
^

つ
い
て 

り
な
く
思
わ
れ
石
の
は
.'
.
'ご
扎
ら
後
進
国
に
¥
.け
^
1'
.業
化
:^
現
存
す
る
経
资
' 

機
構
と
の
関
連
、.
即
ちH

業

.^
と
第
一
次
商
ロ
㈣
^

ま
部
^

と̂
の
関
係
が
、
自
然 

的
条
件
が
エ
業
化
办
パ
タ
ー
ソ
を
左
右
す
る
^
い
ぅ
指
摘
以
外
に
抓
等
の
分
析 

も
な
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
で
で
あ
る
。
こ
れ
奢
0

_
々
の
、

単
ム
も
レ
く
' 

は

少

数

‘
の

第

一

次

商

品

生

產

に

依

存

す

る

度

か

大

ぎ

い

従

来

の

経

済

構

造

へ

更
 

;

に

農

業

の

生

產

性

■の

低

さ

〗

と

急

速

な

，
人

：
口

増

加

，

生

活

水

準

向

上

^-
ょ
っ

て

ひ
. 

き
お
こ
さ
れ
：る
消
費
財
、：
'
'こ
と
に
食
料
に
対
す
る
薷
要
の
增
大
が
へ
、
元
来
資
本
.. 

財
の
輸
入
.に
廻
，さ
.れ
.る
べ
き
貴
重
.な
外
貨
を
食
料
輸
入
に
つ
い
や
す
湯
合
の
多 

い
と
い
ぅ
現
状
ょ
り
、
国
内
化
学
肥
料
の
生
産
増
大
あ
る
い
は
農
耕
幾
等
の
生 

産
と
農
業
生
座
性
の
1 1
化
、
あ
.る
い
-^
こ
れ
ら
工
業
化
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
.

ハ
向0
^

食

料
^

^

::
0

関

;¥
名

い
0

た

分

析

が
^ '
要

；で

あ

る

と

思.
わ

れ

る

。
'
'
現
 

べ

在

ど

來

等̂

国

表

の

総

钜

産

中

フ̂

^

以
^

を

占

办

衣

第-

次

產

業

と

の

関!
 

を

考

慮

す

る

こ

と

な

く

工

業

化

の

問

題

が

解

決

さ

れ

る

と

は

思

：え

な

.
い
。

.
;
#
1
:
¥
.
9
^

進
国
に
私
げ
る
0:
業

化

：
の

課

題
.は

第』

章

の

^

れ
^

性
質
を
異
、
 

に
す
る
。
即
ち
、
エ
業
.化
に
お
け
る
政
府
の
役
割
も
し
:<
は
敗
策
は
、
国

内

の
 

経
済
発
展
の
地
域
差
の
解
消
、
石
炭
、
戡
維
と
い
っ
^

特

定

産

業

へ

，
の

対

策

等
 

に
と
ど
ま
り
全
般
的
な
工
業
化
へ
の
努
力
と
い
っ
た
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
た 

だ
し
こ
こ
で
注
n
さ
れ
石
べ
き
な
の
は
、
失
業
、
特
に
技
術
的
失
業(Technical 

u
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)

に
対
す
る
各
国
の
取
扱
い
で
あ
っ
て
従
来
社
会
問
題
と
し
て 

扱
わ
れ
て
来
た
失
業
対
策
が
経
済
成
長
と
.結
び
■つ
げ
ら
れ
、
^

^
rn
l
li
の
解
消 

ii
経
済
成
長
E

貝
献
す
る
^

の
で
あ
.る
、
■
と
い
ぅ
見
解
が
と
ら
れv

い
る
と
い 

.

€占

,?
あ
ろ
''
-
5。
：先
.進
国
^
お
け
る
.
一

九

五

〇

年

代

の

エ

藥

訊

.
門

の

著

し

い

成
 

長

は

、.'
:
同

！|
門

の
#'
国

民

連

産;0
中
.で
：
占

め

：
る

比

重

を

増

如

甘

し

め

'

一

九

六 

:
0年
の
.産
業
構
造
を
十
年
前
.の

-
九
五
：〇
年
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
工
業
部 

へ
門
の
総
生
産
中
で
占
め
る
比
.重
が
減
少
し
：た
：の
^
、
，わ
ず
か
に
力
ナ
ダ
と
ス
工 

:

丨

デ

ン

：
ニ
_

-0
み
.で

あ

る

。

(

表 
一
r
t五

参

照

)

工

業

部

門

の
.中

で

.
は

各

国

共

通
 

し

一

て

金

属

製

品

い

化

学

.、
が

最

も

.
：
■
ダ

..ィ

ナ.
.
ミ.
ッ

ク
な
.産
業
>:

し
'て
注
目
さ
れ
る 

が
.，

経

済

成

長

：
率

の

瘦

化

ど

産

業

構

造

の

変

化

に

：
づ

，
い

：
：て

は

各

国

を

く

ら

べ

た

、場
合
：5

的

な

：関

連

は

み

.
ら
：れ

な
.
い
， 

-

>

白
書
は
後
進
闺
め
経
谓
成
長
の
最
大
：の
障
害
が
資
本
財
の
欠
乏
で
あ
る
の
に 

対
し
.、
.先

進

：国

の

成

長

；
へ
，
の

障

書

は

需

要

0
,増
大
.の
不
足
で
あ
る
と
結
論
し
て

い
る
。
'

. :
'
.

'
''. 

:

:

:

:

ノ
.'
.
.
.

•
 

•
 

.

第
三
章
の.

共
產
圈
諸
国
の
工
業
化
に
つ
い
て
は
.、
こ
れ
ら
諸
国
の
工
業
生
産

の
播
造
が
驚
く
べ
き
，ほ
ど
相
互
に
類
似
し
て
.い
ふ
こ
と
が
み
い
だ

さ
れ
る
广
こ 

れ
ら
の
国
々
の
産
業
中
一
様
に
高
い
成
長
率
を
ー
亦
.し
た
も
の
は
機
械
製
ロ
00
、
金
、
 

厲
製
品
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
く
、
' 

iが
こ
れ
S
一
部
^
へ

の

が

エ

m-
-f
b 

の
進
展
に
と
も
な
：い
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
と
、
こ
れ
等
の
部
門 

の
交
易
条
件
ょ
り
機
械
及
び
金
_厲
紙
品
.を
輸
出
し
.た
方
が
有
利
で
あ
る
と
：し
て 

政
策
的
に
強
調
し
た
た
め
で
：あ
っ
た
。：
こ
の
様
な
部
門
に
対
す
る
重
点
的
投
資 

.は
共
産
圏
の
諸
国
が
資
本
財
'の
木
足
を
と
も
か
く
も
解
消
じ
•ょ
う
'-
i
し
た
政
策
. 

.的
意
図
に
基
く
も
の
で
あ
：っ
.た
。
..
以

上

'
の

輝

な

H

業
；̂
の
タ「

ロ
'セ
ス
は
、：

明
ら
.： 

力
に
.西
欧
諸
国
に
あ
け
る
経
驗
，
...
即

；ち

消

費

財

生

産

，
か

e>
-
-M
本

財

生

庫

へ

と

；
.い 

う
過
程
と
は
異
.？
た
も
の
.で
あ
る
。
ど
め
氣
^
つ
1/
'
-
:
て
：白
書
は
、
資
本
財
の
生
' 

產
は
多
く 

0場
合
高
い
資
本
\
労
働
比
乘
を
孤
要
と
：し
，
：資
本
財
め
不
足
し
ゼ 

い
る
エ
業
•化
の
：初
期
に
.こ
の
棣
な
資
本
故
生
産
を
発
展

^-
せ
る
困
難
を
す
く
な
ノ 

X
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
'の
：国
.々
で
は
資
本
，/
労
fi
_比
率

が

か

な

ら

ず

し

も

，
一
；
寒

: 

で
な
い
生
産
工
程
、
：
例
：ぇ

ば

.1
:
'埸
内
の
運
橄
そ
0
他
匕

^
い
^
は
勞
働
集
約
的
ソ 

な
方
法
を
も
ち
：い
ズ
：こ
れ
を

.解
決
^
た
：
と.述
；
べ
：
て

い

る

。

"第
三
章
は
、
'.
'と
も
す
：
 

れ
ば
デ：

ト
タ
の
：取
辑
分
析
：の
概
念
^
の
牽
に
ょ
々
て
{&
吣
域
ぬ
国
.々
と
の
吣 

較
の
む
ず
か
し
い
共
產
圈
の
国
々
の
.問
題
を
■出
来
う
.る
か
.ぎ
：り

比

較

可

能

な

：，デ 

丨
タ
と
し
て
整
瑰
、
分
析
し
.て
い
名
点
が
重
要
で
あ
る
。
：
.
：
,

7

- i
;
l
部

第

四

章
，

'づ

九

六

丄

年

の

先

進

国

経

済

の

動

會

に

関

し

そ

杜

^

四

芈

期

ょ

り

の

北

米

の

景

気

！

i

復

と

西

欧

及

び

日

本.：の

生

産
©,
成

長

：率

の

低

：下
.

， 

•:
^

対

比
^

せ.
て
：い

る,

貿

易
®

は
：ニ

れ

ち

国

内

生

產

水

準

の

推

移

を

皮

映

し
、
，

' 

質

易

拡

大

办

ぺ

ー

ス

は

前

年

の

成

長

率
一

二

。
ハ丨
セ
ン
ト
に
対

し

一

九

六

一

年
 

は
，五

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
.ど
ま
つ
た
。
こ

の

様

な

動

き

の

中

で

注

目

さ

れる
べ
き

な
の
は
西
欧
諸
国
相
互
間
の
取
引
で4
っ
て
、

増
加
率
で
に
、

一
九
ー
ハ
ひ
年
靶 

を
下
廻
：っ
た
と
は
.い
え
、
.低
地
域
と
の
取
引
に
ぐ
ら
べ
れ
ば
は
る
か
に
大
き
な 

成
長
を
み
せ
た
。
自
書
が
.、
西
欧
相
互
.間
取
引
.の
：拡
大
の
要
因
と
し
て
i
. 

E
F
T
A

内
の
間
税
引
下
げ
と
西
欧
の
輸
出
0.
商
版
別
構
造
を
あ
げ
、
次
の
様 

'に
述
べ
て
い
る
点
は
、
：.質
易
自
由
化
に
対
す
る
論
議
の
盛
ん
な
今
日
我
々
に
と 

マ
っ
て
も
興
味
だ
る
疆
を
提
起
^
て

い

る

。

，
：

 

.

:. 「EEC:

内
部
の
貧
易
の
拡
大S'

大
半
は

j
:'
A
3:
八
年
か
ら
：
一
九
五
九
年
に 

か
け
て
の
ザ
ー
ル
地
方
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ド
ィ
ッ
へ
の
返
嚴
に
よ
っ
た
も
の
で 

.あ
る
。'
'
資
 

.. 

-

'

 

:

ー
九
五
八
年
の
.ザ
ー
ル
0
対
仏
対
独
質
易
は
.：次
め
様
众
も
の
で
.あ
っ
：た
。(

舉
位 

.

.10
方
ド
ル)

対
独
',.

-'
■
そ
の
.他

.,
支」

：
.:

払
.
:

■
©'
< 
一，

:七
九
.

八
一

ふ

受

:'
;

:

.取

:-
.'
^

土

^

ニ

六

.

一
九
瓦
九
年
以
来
一
一
つ
の
商
品
グ
ル
ー
プ(

燃
料
と
機
械)

に

就

.
て

は

地

域
 

内
貿
易
の
総
貿
易
中
'
.で

占

め

る

割

合

は

：
下

落

し

，'
明

ら

か

に

地

域

内

貿

易

の

比
 

S

の)

増
大
^

:^
の
教
食
料
と
雑
务
な
卫
篆
製
.品

の

：
：
み

；
で

灰

る

。
，

',
,ロ

ー

.
マ

条

約

に
 

^
ズ
関
税
稞
の
引
下
げ
疼
よ
ら
：て
.お
：:£
:る
'各
商
品
別
輸
入
の
変
：化

はE
E
C
,.

の
地 

域
内
貿
易
の
変
化
の
主
要
な
要
.因
で
あ
る
様
に
は
み
ら
れ
な
VV
J
:。
ハ

「

>*-
の

地

域
 

内
貿
易
の
潦
化
を
説
明
す
る
よ
り
蛍
要
な
要
因
は
>
,四
.丨

1
囲
表
に
就
：い
て
时 

ら
か
が
様
に

I

.
は
エ
業
製
品
の
総
輸
入
の
.ぅ
ち
約
¥
分
を
地
域
内
で
調
達 

し

：
て

ち

る

夢

卞

知

'?
>
ソ
世
界
實
易
の
^

で
1:
:業
製
品
の
輸
出
が
第
|
次
商
品
輸 

出
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
高
い
成
長
率
を
み
せ
る
傾
向
よ
り
し
て
、
工
業
製
品
-



，輪3
5

国
^

あ

る

西

欧

相

互

間

の

貿

易

が

他

の

；地
^

:

易

ょ

：り

滴

^

成

長

を

示

し 

た

こ

と
■は

当

然

で

あ

る。」
S

S
T

 

.
一
 

四1
1

頁)

V:
'

第
五
章
の.

；
I

;

九六
；：

一

年

に

お
.
'け.

る第
-:

一
せ
商
.品
輸
出
国
の
経
済
状
態 

ま
だ
^

1

次

產

業

が

総

生

車

の

：中

で

：占

め

る

比

：重

が

圧

倒

的

で

あ

る

た

め

ぃ

：
経 

済

成

長

率

も
.
そ

め®
^

の

自

然

的

条

件

：に

支

；配

ざ

：れ

一

；般

的

景

気

動

向

ヌ

は

成
 

長
率
に
つ
い
て
要
約
す
る
こ
と
は
出
米
な
い
。
だ
だ
し
い
ず
れ
の
.後
進
地
域
に 

つ
い
て
も
•

-—
*

九
.六
〇
年
に
ひ
き
つ
づ
ぎ
国
際
収
支
が
経
済
成
長
を
制
約
す
る 

最
大
の
要
因
と
&
づ
た

...,
0
:第

四

章

に

述

：ベ

ら

れ

龙

様

な

西

欧

：
の
：景

気

動

*E

は
：

一
九
^」

'年
の
同
地
域
の
、第

_-
_
-次
商
品
^
対
す
る
需
要
を
ひ
ズ
取
-'>1

方
こ
れ 

を
お
者
な
ぅ
だ
け
の
需
要
増
：加
は
北
米
の
景
気
回
復
ょ
り
は
期
游
出
来
ず
、
：：：共 

鹿
圏
諸
国
向
け
輸
出
-̂
毎
年
増
大
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
ま
だ
総
額
と
し
て
は
少 

い
と
い
0
だ
_
情
沧
反
_映
し

：、
；
.第
.ー
：次

商

品
価
格
ば
前
年
度

^
.り
11
:
:ぬ
低
下
し" 

交
易
条
件
の
^

を̂
み
ち
び
い
だ
。

:

第
六
章
の
,—
*
九
六
^
年

^

お

け

る

生

產

圈

諸

国

の

経

済

忙

沒

い

ー

て

は

フ

緣
 

成
長
率
は
依
然
と
し
て
高
い
务
数
牢
来
^
く
ら
べ
れ
ば
低
各
り
ソ
虫
并
の
経 

済
成
長
は
：ニ
年
に
わ
た
る
農
業
坐
産
の
停
滞
に
ょ
り
い
ち
じ
る
し
く
低
か
っ
た 

点
を
強
調
し
て
い
る
'0
そ
の
他
の
国
々
に
お
V
て
.も
、ぺ
農
業
生
産
め 

費
の
の
び
：を
お
さ
え
る
最
大
の
要
因A

I

な
つ
た
と
述
べ
、：
又
> 
共
産
圈
の
&

ソ々 

'と
そ
め
他
の
地
域
と
.：
の

貿

易

は

：

.:
-
九

六0
年

に(

ひ

き

っ.づ

き

增

大

し

た

，
こ

と

を

：
、
 

八
〇

(

一
〇
四
〇)

： 

.

.

示

し

て

い.
■る

。

V

 
:

.

以

士
0

様

^'
今
回
の
：白
書
は
、
：
1
1

と
：い

ぅ

後

進

国

中

心

の

問

題

を

第

.ー
 

部
の

長

期

分

析

で

と

り上
げ
た
た
め
、
広

範な
統

一
的
国

際
比

較
と
'い
5
従

来 

V:

の
魏
点
が
朱
わ
れ
，.前
年
度
白
書
又
は
：そ.の
前
の
場
合
：に
お
け
る
様
な
章
相
互 

の
関

連

性

が

少

く

なっ
た
。
'そ
の
た
め

‘
第
—*
章

の

第

一

'

^

^

品

輸

出

国

の

工

業
 

.
化

政

策

*'.
'
第1

一
；
一

章

の

共

産

圏

諸

国

の

：
そ

れ

^

の
：.

対
比
な
：ど
興
味
あ
.る
問
題
を 

.
含
み
な
が
ら

ズ

こ：

れ

を

特
に
.と
り

あ

げ

て

分

析

す

る

と

い'ぅ

方

向

を

.
とっ
て
い 

':

な
い
の
は
残
：念
に
：思
わ
れ
る
。

H

業

化

と
0

-

問

題

を

上
^
え
た
場
合
に 

も
、：：，先
進
国
と
後
進
国
名
の
経
済
カ
の
差
に
従
0
.て
广
と
れ
：に
と
も
な
ぅ
経
済 

:

問

題
の
性
質
の
ち
がい
は

ノ

は

ら

き

り

と

こ

と

匕

示

さ

れ

て

いる

'.
.即
ち
、

先 

進

国

:0
エ
業
化
.の
摘
題
と
は
、
，
む
し
ろ
エ
業
化
に
ょ
っ
：
て
び
き
お
こ
さ
れ
る
、

''
.諸

問

題(

地
域
差
、''
'
:
.
技
術
革
新
：に
：ょ
る
失
業
、
：特
定
の
産
業
対
歡
等
> 

に
つ
い 

て
で
あ
.り
、
：後
^

!Lで
：：

は
エ
樂
化
も
ま
だ
ば
じ
ま
っ
た
ば
か
り
、
い
か
に
資
本 

財
を
調
達
し
，
年
々
增
大
す
る
人
ロ
、を
養
い
、
低
い
消
費
水
準
を
向
.上
す
る
か 

,と
い
っ
た
難
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
、
工
業
化
を
達
成
す
る
か
に
つ
い
て
で
あ 

'.
る
。.
第
二
部
の
一
九
六一

年
の
経
済
動
向
に
お
いV

明
ち
か
.に

，
さ

れ

た

様

な

最
 

.近f

第

，
一

次

藤

品

価

格

.の
卞
落
、：
エ
業
化
ぃ
に
必
要
と
さ
れ
る
資
本
財
輸
ス
の
重 

.
:
:
要
性
を
考
え
あ
：わ
せ
^
と
、:.
:
'今
回
め
.白
書
は
後
進
国
発
展
吖
困
難
さ
を
如
実
に 

指
摘
し
た
も
の
で
ぁ
る
と
ぃ
ぇ
る
で
ぁ
ろ
ぅ
。
'
,

|

八

月
2 :
日——

新

刊

紹

介

一
 

.
 

.

.

.
ゾ

森

喜

1

著

,

.

『

日
本
労
働
者
階
級
状
態
史

』

：

，

，

■

わ
が
国
の
労
働
運
動
史
の
研
究
は
、_

め
ー
ー
ー0

年 

前
後
、
い
わ
ゆ
る
日
漭
戦
箏
後
の
産
槳
資
本
の
確
立
：
 

期
を
も
っ
て
は
.じ
め
b
れ
る
の
が
つ
ね

で

あ

る

。
.
し 

か
し
労
働
者
階
級
の
運
動
の
研
究
に
と
っ
て
、
欠
く 

.こ
と
の
で
き
な
い
労
働
者
階
級
の
.双
■
史
の
研
究 

は
，
今
迄
必
ず
し
も
重
要
視
さ
れ
た
わ
げ
で
は
な
か 

.

っ
.た
^
た
と
ぇ
ば
”
興

早

八

十

ー

一

氏

の

「

日

本

社

会

； 

政
策
史」

•:(

日
本
評
論
社)

や
隅
谷
三
喜
男
氏
.
.の
'-
.日 

本
貨
労
働
史
論」

■
の
ょ
う
な
す
ぐ
れ
た

m'
M
が
'生 

み
出
さ
れ
た
.と
は
い
え
、
ク
チ
ン.
ス

キ

ー( 

K
u
c
z
y
n
s
s

の
い
わ
ゆ
る《

労
働
者
階
級
状
態
史》

. 

Die 

Geschichte 

der 'Lage 

窆
 A
r
b
e
i
t
e
r

.

と 
V

 

う
' 

視
角
に
お
け
る
業
辕
は
な
れ
ま
で
突
に
皆
無
で
あ
い
っ 

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
ば
な
い
。
こ
め
意
味
に
お
い 

て
，
ご
の
度
、森
喜
ー
氏
に
ょ
づ
て
、本
書
が
完
成
さ 

れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
り
、ま
こ
.
.と
に
喜
ば
し
い
。

つ

ぎ

の

ょ

う

な

内

容

か

ら㈣

っ
て
い
る
。

第
.—-

#-

.
新

视
:

'紹

f

.賃
労
働
者
の
創
出
と
初
期
の
労
働
者
状
態
、
第
'一
節 

本
源
的
蓄
積
ど
賃
労
働
者
創
出
、
.第
一
'
'一.節
:'
.
:
.資
本
の
.

:

本
源
的
蓄
積
と
資
农
龀
産
業
の
形
成
ブ
第m

節
：
,'
初

， 

期
の
；労
働
者
状
態
、
第

-:
章

「

近
代
労
_
罾
砠
^

の
. 

形
成
と
.成
長—

日
清
戦
争
後〜

第
一
.次
大
戦
前
、''
.

■

第

一

節I

産
業
資
本
の
確
立.

と
独
占
形
成
r

第
一4
節
?>
;

労
働
者
階
級
の
形
成
と
労
働
運
動
の
'開
幕
I

日
清 

.
戦
争
後〜

日
露
戦
争
前
..
'
第
三
節
重
工
業

1

幹
}

•

..

労
働
者
の
増
大
と
階
M'
'
的

展

——

日
露
戦
争
後〜

.

第
一
次
大
戦
前
、
第

三

章

第

—*
次
世
界
大
戦
と
労 

働
者
階
級
、
第
一
：節
産
業
の
飛
躍
的
発
展
と
独
占 

資
本
主
義
の
確
立
、：.第
.二
節
'.
近
代
的
労
働
者
階
級
'
 

の
成
長
と
免
働
者
状
態
、一
第
三
節
.労
働
者
運
動
の 

'
.

新
段
階
'、
：：第
西
章
ゾ
大
戦
後
の
相
次
か
恐
慌
と
労
働 

者
階
級
、第

；！

節
へ
一
般
的
危
機
と
日
本
資
本
主
義
、

,.

第
一I

節

'労
働
者
の
^'
:
態
、
''
第

：
三

節

.
労

働

者

運

動
 

.

と
労
働
政
策
、；
第

五

章

世

界

馨

恐

嗎

か

：ら
敗
戦 

"

ま
.で
っ
&
|
;節
：：：世
界
経
済
恐
慌
と
：労
働
者
階
級
、

.:
:
 

第
二
節
'
戦
時
体
制
下
の
労
働
者
階
級
，あ
と
が
き
。
 

以
上
の
；目
次
.を
み
■れ
ば
明
ら
か
な
ょ
ぅ
に
、'
;本
書
'
' 

•

は
、
明
治
初
年
か
'ら
"
第
ー
ニ
次
世
界
大
戦
ま
で
の
日
：
 

本
の
労
働
者
階
級
の
状
態
に
か
：ん
ず
る
克
明
な
研
究 

.
で
あ
つ

て
、
' 
そ
の
特
徵
は
、
.铳
：£
資
料
が
敷
富
に
：卯

. 

ノ

•■

用
さ
机
0
唉
舞
的
な
齓
果
を
あ
た
え
て
い
る
春
で
あ

る
。
た
だ
読
ん
で
.い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
.日
本
の
資 

■
本
主
義
の
発
展
の
な
か
で
、

階
級
が
い
か
に 

•

闘
い
、
.且
つ
い
か
に
勝
利
を
し
め
、
あ
る
い
は
敗
北 

'
し
：た
か
.と
い
う.
歴
史
的
な
叙
述
は
、
ま
こ

と

に
克
明 

.
'且
.つ
歐
細
を
き
わ
め
そ
い
る
の
で
あ
る
が
.、.
い

か

.

.

.
に 

も
資
㈣
ま
.け
し
た
感
じ
で
、
わ
が
国
の
貴
労
働
の
特 

"
，質
な
ど
が
明
確
_に
理
論
的
に
分
析
さ
れ
て
い
な
い
の 

，

.で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
も
っ
た

。

'

.

い
う
'ま
で
も
な
く
、「

あ
と
が
き」

で
著
者
が
の 

ベ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
.

「

こ

の
歴
史
が
、

児
童
、

:

婦
人
労
働
者
を
は
じ
■め
ほ
と
ん
ど
す
ベ
.て
の
労
働
者 

,

.

.の
、
生
身
か
ら
し
た
た
り
落
：ち
る
汗
と
あ
ぶ
ら
に
書 

か
れ
た
文
字
も
に
じ
.む
ほ
ど
の
惨
苦
の
記
録
で
あ
り 

:
:
:、
労
働
者
の
こ
の
惨
苦
の
歴
史
は
、
日
本
資
本 

.主
義
史
の
基
調
、
' 資
本
蓄
積=

独
占
形
成
.
強
化
の 

:

要
求
す
る
大
量
の
人
間
労
働
犠
牲
史
と
し
て
展
開
さ 

.
れ
た
事
実
に」

本
書
の
執
筆
の
動
櫸
は
あ
っ
た
こ
と 

ば
事
実
で
あ
り
、'-
'

い
ま
ま
で
誰
も
果
さ
な
か
っ
た
、未 

開
拓
の
分
野
に
偉
大
な
一
歩
を
印
せ
ら
れ
た
そ
の
努 

.

_

力i

尊
敬
に
：値
い
す
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
理
論
的 

な
：分
析
の
欠
如
は
否
定
し
え
な
い
と
思
う
。':
し
か
し 

:

著
者
は
、•「

本
書
は
、

私
の
.労
_
殳
^
砠
を
上
の
第 

.

.一.里
程
標」

で
'ぁ
る
こ
と
を
認
め
て
'お
ら
れ
る
し
、

'
’

「

労
働
史
の
理
論
的
.究
明
を
念
願」

:
と
し
て
お
ら
れ

八 

一

ニ
 

0
四

一
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'


